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［内容］☆大会委員長挨拶 ☆特集アーカイブズ（研修委員会のあゆみ） ☆人間関係学探訪⑨ ☆事務局だより 

 

《大会委員長挨拶》 
 

第26 回 全国大会 （東北医科薬科大学） 

2018年12月15日（土）▶ 16日（日） 開催！ 
 

大会委員長  小 島 良 一 
（東北医科薬科大学教授） 

              

日本人間関係学会第26回全

国大会は、2018年12月15日・16

日に宮城県仙台市の東北医科薬

科大学で開催予定です。多くの

学会では全国学会の場合、通常5

月から6月、或いは9月から11月

までの開催が多いのではないか

と思いますが、今回は諸般の事情により師走の慌しい時

期の開催になってしまいました。仙台の12月は北海道

や同じ東北地方在住の方々にとってはさほど寒いとは

感じられないかもしれませんが、特に関東以南にお住ま

いの方にとってはかなり寒いと感じられる季節だと思

います。その寒さも当日は仙台人のホスピタリティーで

カバーしたいと考えておりますので、多くの会員の皆様

のご参加を期待しております。 

今年度仙台で学会を開催するという話は、一昨年11

月に谷川和昭先生を大会委員長として赤穂市の関西福

祉大学で第24回全国大会が開催された折に、当時東北

医科薬科大学に専任教員として在籍していた元同僚の

杉山雅宏先生が提案し、情報交換会の席で私が会員の皆

さんの前で開催の意向を公言したところから始まりま

した。当初の計画では杉山先生が大会委員長になり、私

を含めた同じ大学に在籍する教員が事務処理等を全面

的にバックアップし、大学以外の在仙の一般会員の皆さ

んにも手伝ってもらう心積もりでした。しかし、杉山先

生が仙台を離れることになったせいで、結果的に私が大

会委員長を引き受けることになり、準備から開催に至る

までの全てを取り仕切る立場になりました。 

2年前の杉山先生による仙台開催の提案にはそれま

での経緯があります。それは人間関係学会の仙台での学

会員が増えてきたことと関係があります。コーチングの

専門家であり、また現在学会理事でもある鈴木満氏の講

座を受講していた一人が、他のある講座で杉山先生と出

会い、その方が縁で杉山先生と鈴木氏が知り合い、二人

が協力して講座を定期的に行うようになりました。お二

人の講座の趣旨に賛同する人々の輪が徐々に広がった

ことにより、仙台を中心に会員数が増えました。ちなみ

に東北医科薬科大学では私以外に5名の教職員が会員

です。現在も鈴木氏と杉山先生を講師として、仙台市内

にある鈴木氏のオフィスや駅前ビルのホール等で月に

2回ぐらい傾聴講座が開催され、毎回社会人や学生など

様々な受講者が集まります。 

本年度の仙台での学会において、講演、発表、ワーク

ショップ、ポスター発表等を通じ、会員の皆さんのこれ

までの研究・実践の成果発表のお手伝いを出来ますこと

を嬉しく思います。仙台チームとしては会員の皆さんが

努力の成果を仙台で十分発揮出来ますように、万全の態

勢で準備を行おうと考えております。師走の寒い季節で

はありますが、ぜひご参加下さいますようご案内申し上

げます。 
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特集アーカイブズ 「研修委員会のあゆみ」（1994～2006） 

 
 

1993年の創設以来25年、一般社団法人日本人間関係学会がその研究成果の一つとして『人間関係ハ

ンドブック』を2017年3月に発刊して早1年3か月の月日が流れた。一つの研究成果、とくに著書の域

に達するまでにはそれまでの本学会のさまざまな委員会の活動が寄与してきたことは想像に難くない。

たとえば、研修委員会がある。 

今回の特集は研修委員会におよそ12年携わってこられた前研修委員長の岡田昌子氏にご許可ご協力

を賜り、ここにその足跡をアーカイブズとして記事掲載させていただくことにした。その内容として

「公開講座」「研修会」「ともに考え語る会」の3つの貴重な記録を紹介する。 

 

公開講座 

日 時 場 所 参加者 テーマ 講師・話題提供者 

95/3/11(土) 東京芸術劇場 66名 ＜家族の行方＞ 樋口恵子（評論家・東京家政大学） 

96/3/23(土) ウィメンズプラザ 29名 ＜家族の行方＞ＰＡＲＴⅡ 水口義明（婦人公論編集長） 

97/7/27（日） 

共催 

東京ウィメンズ 

プラザ 

100名 ＜揺れ動く『家族』の中の自分

探し＞ 

齋藤 学（家族機能研究所所長・精神科医） 

 

研修会 

日 時 場 所 参加者 テーマ 講師・司会者・指定討論者 

1998/9/13(日) 

   共催 

 

 

 

 

 

 

東京 

ウィメン

ズ 

プラザ 

80名 午前  

＜人間関係の危機と創造＞Ⅲ 

「中学生は今」 

―人間関係と社会状況― 

 

 

午後 

「中学生をとりまく環境とマスコミの役割」 

「分科会＆交流会」 

司会     茨木俊夫 

指定討論者 中井喜美子 

シンポジスト 岡村初慧 

        倭文真智子 

        林 弘子 

        中学生 

 

西山 明（共同通信社・社会部次長） 

1999/8/1(土) 

   共催 

    

東京 

ウィメン

ズ 

プラザ 

80名 午前 ＜シンポジウム＞  

「人間関係をよくする 

コミュニケーション術」 

 

 

午後 

「アサーション・トレーニング」 

「バズセッション」 

 

司会 佐藤啓子 

シンポジスト  

中野佐世子（ＮＨＫ手話キャスター・他） 

李 映子（ＮＨＫ韓国語同時通訳・他） 

佐藤闘介（映画監督） 

 

柴田頼子（アサーショントレーナー） 
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2000/ 

7/13 

    9/21  

     11/16 

      1/18 

3/15 

東京 

ウィメン

ズ 

プラザ 

50名 「人間関係を創造していくための研修会」 

１．家族療法 

２．ゲシュタルト・エンカウンター 

３．交流分析 

４．論理療法 

５．アサーション・トレーニング 

 

楡木満生（お茶の水大学） 

倉木成伊知（セラピスト） 

繁田千恵（立正大学カウンセラー） 

菅沼憲治（千葉商科大学） 

茨木俊夫 

2001/ 

      5/18 

      7/27 

      9/13 

     11/30 

      1/17 

      3/14 

東京 

ウィメン

ズプラザ 

30名 ＜人間関係を創造していくための研修会＞ 

１．心理劇（１） 

２．心理劇（２） 

３．アサーション・トレーニング（１） 

４．アサーション・トレーニング（２） 

５．ソーシャル・スキル・トレーニング 

６．ソーシャル・スキル・トレーニング 

 

吉川晴美 

吉川晴美 

菅沼憲治（茨城大学大学院） 

菅沼憲治 

小山 望 

小山 望 

2003/3/2(日)  

    共催 

 

東京 

ウィメン

ズ 

プラザ 

42名 ＜今こそ！「人間関係力」を＞ 

「思春期から見た人間関係力」 

・人間関係力とは 

・乳幼児期の人間関係力とは 

・児童期の人間関係力とは 

・思春期の人間関係力とは 

 

川畑友二（クリニック川畑院長） 

吉川晴美 

亀卦川治子 

小野真理子 

岡田昌子 

2004/2/19(木) 

 

 

文京 

シビック 

センター 

20名 ＜家族の中の『人間関係力』って 

どんなこと？＞ 

・「家族の中での関係を育てるということ」 

・ロールプレイ＆バズセッション 

 

 

中釜洋子（上智大学） 

 

まとめ 佐藤啓子 

2005/10/2(金) 

    共催 

 

第13回 

大会 

国士舘

大学 

87名 ＜プレコングレス＞ 

「家族の行方」 

＜ワークショップ＞Ⅰ 

「アプローチとしての技法の紹介」 

＜ワークショップ＞Ⅱ 

・心理劇 

・ゲシュタルト療法 

・親業 

・ソーシャルワーク 

 

芹沢俊介（社会評論家） 

司会 吉川晴美・岡田昌子 

春原・倉木・中井・真砂 

 

春原由紀 

倉木成伊知 

中井喜美子 

真砂照美 

2006/3/25(土) 

    共催 

 

 

東京 

家政学

院 

短期大

学 

18名 ＜人間関係力を高めるには＞ 

―世代間ギャップと人間関係－ 

・教師間の人間関係 

・女子大生の人間関係 

・高校生の自己表現とは 

・会話におけるいきちがいを考える 

・人間関係からみた世代間ギャップ 

 

司会 岡田昌子・角田富美子 

箱崎総司 

田尻さやか 

中村洋子 

小野真理子 

吉川晴美 

まとめ 佐藤啓子 
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ともに考え語る会 

日時 大会・場所 参加者 テーマ 講師・話題提供者・企画者 

1994/ 

11/6  

第2回大会 

国立婦人会館 

94名 第1分科会「家庭」 

第2分科会「学校」 

第3分科会「職場」 

第4分科会「地域」 

第5分科会「趣味」 

武田京子、中野百合香 

樋口スミ子 

岡田昌子 

岩崎一女 

亀卦川治子 

1995/ 

11/12 

 

第3回大会 

安田生命つつじヶ

丘教育センター 

 ＜「競争」から「共創」へのキーワード＞ 

～楽することvs楽しむこと～ 

 

泉谷閑示（晴和病院） 

1996 

11/24 

 

第4回大会 

東海大学 

 第1分科会「保育」 

―Ｎちゃんは僕のクラスの子― 

第2分科会「教育」 

―「いじめ」から子どもを解放し、生きる喜びのあ

る未来へ繋ぐために― 

第３分科会「家庭」 

―共に生かしあう家族関係を模索する― 

第４分科会「男女」 

―男と女の響きあう人間関係― 

第５分科会「企業」 

―働きがいと給与制度― 

第６分科会「福祉」 

―「援助」という人間関係について― 

第7分科会「国際」 

―組織をめぐる人間関係― 

第８分科会「カウンセリング」 

―信頼的人間関係とカウンセリング― 

角田富美子・上原貴夫・ 

亀卦川治子 

茨木俊夫・古村基子・ 

豊岡征子・佐藤雅行 

 

佐藤啓子・小原伸子・ 

上野美恵子 

黒田淑子・工藤千尋・ 

中村洋子 

宮沢 博・加川芳明・ 

北澤友子 

武藤安子・吉川晴美・ 

福森高洋 

萩原元昭・池澤政子・ 

青木玲子 

中澤次郎・田原俊司 

1997/ 

11/9 

 

第5回大会 

長野県短期大学 

99名 第1分科会「癒し」の関係＜と＞「育ち」の関係 

 

第2分科会「立場」の違いから教育を考える 

 

第３分科会「社会化」対「個性化」 

第４分科会「仕事と家庭をめぐって」 

 

第５分科会「さまざまな人々と響きあう人間関係」 

武藤安子・今井章子・ 

ナイナイモウ 

茨木俊夫・恩田大進・ 

野呂アイ 

萩原元昭・池沢政子 

佐藤啓子・阿部 忠・吉

川晴美 

黒田淑子・鈴木百合子・ 

中村洋子 

1998/ 

11/8 

第6回大会 

鳴門教育大学 

75名 第１分科会「人間関係の中の『好き・嫌い』」 

第２分科会「今、カウンセリングマインド 

が求められている」 

第３分科会「介護の中の人間関係―介護することも

されることも自分のこと」 

佐々木かな子 

小山 望 

 

青木玲子 

1999/ 

10/16 

 

第7回大会 

江戸川大学 

32名 「好き・嫌いPartⅡ」 

・無視グループ 

・迎合グループ 

・攻撃グループ 

工藤千尋 

加川芳明 

山崎元晴 

工藤千尋 

2000/ 

10/1 

 

第8回大会 

尚絅女学院短期

大学 

60名 ＜人間関係を育てるための研修会＞ 

・構成的グループエンカウンター 

・心理劇「人生80年代の生涯について考える」 

 

茨木俊夫・鈴木 薫 

佐藤啓子・吉川晴美 

2001/ 

9/23 

弟9回大会 

芦屋大学 

60名 ＜ユーモアと人間関係＞ 

・「その一言が心の扉を開く」 

―言葉の魔力から魅力へ― 

・「ココロの元気と笑いの関係」 

・バズセッション 

 

栗原元一（日本笑い学

会） 

 

大谷由里子（プロデュー

サー） 
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2002/ 

10/25 

 

第10周年 

記念大会 共催  

国立オリンピック記

念青少年 

総合センター 

60名 ＜プレコングレス＞ 

・これからの人間関係 

・カウンセリングと人間関係 

・心理劇と人間関係－葛藤・対立から創造へ 

・バズセッション 

 

茨木俊夫 

中澤次郎 

佐藤啓子 

2003/ 

11/16 

 

第11回大会 

東京理科大学 

50名 ＜人間関係力を考える＞ 

・人間関係力について 

・バズセッション 

 

佐藤啓子・吉川晴美 

2004/ 

9/26 

第12回大会 

樟蔭東女子短期

大学 

40名 ＜ユーモアと人間関係＞PARTⅡ 

―ユーモア作りのワークショップ― 

・「ユーモアと人間関係」 

・「家庭」「職場」「学校」のグループに別れユーモアの

作成 

・ロールプレイ＆バズセッション 

 

 

林家染左（落語家） 

 

 

まとめ 茨木俊夫 

2005/ 

10/30 

第13回大会 

国士舘大学 

27名 ＜とことん考え、とことん語ろう＞ 

「家族の行方」グループ別バズセッション 

 

まとめ 佐藤啓子 

2006/ 

10/1 

第14回大会 

北勢病院 

 ＜とことん考え、とことん語ろう＞ 

「支え支えられ体験」 

・あなたのお陰といえる人間関係 

・支え支えられる体験 

・グループ別バズセッション 

 

 

佐藤尋子 

福森高洋 

まとめ 佐藤啓子 

 

以上、貴重な記録を紹介させていただいた。当時、運営にあたられた方々、参加された方々、交流

された方々にとって懐かしい思い出かもしれない。しかし、それは単なる思い出ではない。既に故人

となられている方もおり、人間関係学への思いを新たに、私たち学会員は継承してゆかねばなるまい。 

なお、2006年の大会を以て研修委員会委員は11年間の役目を終え、現委員にバトンタッチしている。

ここに改めて、ご尽力された委員の皆様、参加してくだった学会員・非学会員の皆様、そして前研修

委員会委員長の岡田昌子氏、前副委員長の亀卦川治子氏・中村洋子氏に感謝を申し上げます。 
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 日本人間関係学会は教育・医療・心理・福祉など研究者だけでの集まりでなく、人間関係に関

心のある企業人、学生、市民など多種多様な会員が集まっています。そうした会員のお一人おひ

とりにスポットを当てて、Q&A形式で、その実践やお人柄、人間関係への想いを語っていただき、

人間関係学の探究に何らかの示唆を得ることが本シリーズの意図・ねらいです。シリーズ第9回

では、鈴木満先生に語っていただきました。 

 

 鈴木 満氏 

宮城県仙台市を拠点にコーチングやコミュニケーションの切り口から企業や個人の成果をつ

くる支援をするコーチング研修会社ドリームフィールドのビジネスコーチ。大学在学中に起業

した経験を活かした起業家サポート、組織内人間関係、目標設定、個人セッションを得意とす

る。2016年 11月から日本人間関係学会理事。仙台市在住２児の父。 

 

          コーチングを用いて人間関係づくりに寄与されている鈴木満氏 

 

谷川（広報委員会）：こんにちは。鈴木満先生。

今日は探訪シリーズの取材でお世話になります。

よろしくお願いいたします。 

鈴木：谷川先生、こちらこそ、よろしくお願いい

たします。 

谷川：昨年（2017）11 月の千葉商大での全国大

会では、開会の皮切りにアイスブレークを担当さ

れました。いかがでしたか。 

鈴木：はい、人間関係をはじめ、多彩な学術研究

をされている先生方を前にして、大変緊張いたし

ました。 

谷川：でも、会場全体の緊張をほぐしてください

ましたね。今年は 12月に仙台は東北医科薬科大

学で第 26 回全国大会がございますが、この大会

でもご指導賜れましたら幸いです。 

鈴木：いやいや、大変恐縮です。 

谷川：先生の洗練された作法と言いますか、物腰

には何か秘訣のようなものがあるのでしょうか。

お心がけですとか…。 

鈴木：秘訣などないのですが、ひとつあげるとす

れば、コーチングのおかげだと思います。 

谷川：確かに上下関係のティーチャーではなく、

パートナー的なコーチに徹しておられると感じ

ます。ご趣味についてはどうですか。 

鈴木：山などの自然に触れること、読書などでし

ょうか。 

谷川：山や森の自然はリラックス効果があると言

われていますね。読書は人生に欠かせませんが、

目が疲れたときなど緑を眺めるのもよいですね。

では、学会に入会してどのくらいになりますでし

ょうか。 

鈴木：約２年ほどになると思います。 
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谷川：学会ご入会への動機は何でしたでしょうか。 

鈴木：埼玉学園大学の杉山雅宏先生が仙台に赴任

されていた際に先生の講演を拝聴したことがき

っかけですね。 

谷川：杉山先生のご講演がきっかけだったのです

ね。とてもご縁を感じます。入会されて、良かっ

たことは？ 

鈴木：多彩な研究をされている先生方に触れるこ

とで、人間関係の専門的なことを知る機会になっ

ていることは大変刺激になっています。 

谷川：今のお仕事についてはどうですか。 

鈴木：ビジネスコーチングが日本に導入されて

20 年になります。仕事や暮らしの中にコーチング

が根づくにはこれからが正念場です。ぼくは幸い

にも人間関係学会を通じて、人間関係を研究され

ている先生方のお力添えをいただきながらコー

チングを心理学的側面から捉え直すことができ

ています。おかげさまでコーチングに幅と奥行

きを持たせることが出来て信頼性が上がってい

ます。 

谷川：アットホームですね。でも、コーチングと

いう言葉を知らない人はいないぐらい社会に浸

透していると思いましたが、これからが本格始動

というところなのですね。私の学問領域は社会福

祉学なのですが、人間関係はどの学問領域でも無

視はできません。 

鈴木：「目標」や「答え」にたどり着くまでにサ

ポートしていくという点、社会福祉の展開にも大

切ではないでしょうか。 

谷川：おっしゃるとおりです。コーチングにも相

通ずるところありと考えます。ところで、本学会

には人間関係士という資格があり、人間関係力を

打ち出しています。鈴木先生は人間関係力につい

て、どうお考えですか。 

鈴木：人間関係力をコミュニケーション力という

言葉に置き換えることが可能でしたら、うまく話

せるとか伝えることが上手ということではなく

て、たとえ相手のことが理解不能であっても何と

か理解しようとする態度や振舞い、諦めない姿勢

こそコミュニケーション力だと考えます。 

谷川：なるほど。以前、人間関係士の講座で早坂

三郎先生から人間関係の本質はコミュニケーシ

ョンだと教わりましたが、一方通行になってはい

けない。まさにそのとおりではないかと思います。 

鈴木：とかく敬遠されがちな面倒くささの中でこ

そ人間関係力は養われるのではないでしょうか。 

谷川：効率や能率を追求するあまり、濡れ落ち葉、

窓際族的なものになって人間らしさを失えば本

末転倒ですね。では、最後にもう 1つだけ。人間

関係、こうすれば良くなりますよという何か提言

なり提案はございませんか。 

鈴木：ぼくも人間関係についてまだまだ学んでい

る身の者なのですが、１つあげるとすれば、相手

の話しを聴ける人になる。これでしょうか。自分

の話しを伝えることに心を砕くよりも、まずは相

手の話しに耳を傾けることに心を砕いてみる。相

手の話しを聴けるということは、実は自分自身の

話しを聴けることにつながっているように思え

ます。自分自身との話しとは、自分自身の本音と

の対話のことです。ホントのホントのホントの自

分と出会って素直な自己対話が出来るようにな

ると、人間関係も良くなるのではないでしょうか。

人間関係とは、実は自分自身との関係なのだと思

います。自分自身と折り合いをつけるためにも、

相手の話しを聴くことから始めてみてはいかが

でしょうか。 

谷川：自分と自分とのバランス関係がどうなのか、

自分を一歩外から自分を見つめるメタ認知、とい

うように理解できますね。もっとお話をお聞きし

たかったのですが、時間となりました。12 月に

鈴木先生のお膝元の仙台にて全国大会が開催さ

れますが、楽しみな大会となってきました。今日

は貴重なお話をどうもありがとうございました。 

（インタビュー：2018年 6月 3日） 
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《事務局だより》 

会員動向 

＜2018年 2月 10日～2018年 5月 31日現在＞ 

新入会員 正会員 2名 

正会員：千原智美・高橋容子 

退会員 正会員 4名、賛助会員１名 計 5名 

正会員：新開よしみ・上山雪子・伊藤稔・武井明美 

賛助会員：日本こどものための委員会 

総計  232名   

内訳：正会員185名・一般会員20名・準会員26名・賛助会員1名 

 

《ご存じですか？》 

本学会の公式ホームページにおいて、学会ニュースの 

バックナンバーをお読みいただくことができます。学会員同 

士の交流や情報共有にもお役立ていただけましたら幸い 

です。なお、QR コードからお入りいただくことも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
            

（編集後記） 

今号では、特集として「アーカイブズ」を組むことができました。前研修委員長の岡田昌子会員より絶大な

ご協力ご支援を賜り御礼と感謝を申し上げます。内容は本学会が発足してからの研修委員会の貴重な足跡です。 

また、第26回を迎える全国大会が仙台の地で開催されることを受け、在仙の鈴木満理事に無理をお願いして

「人間関係学探訪」の取材を受けていただきました。快く引き受けてくださり有り難うございました。（谷川） 

 

 

日本人間関係学会

公式ホームページ

［学会ニュース］ 

はこちらです→ 

 


